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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：神経科学・神経科学一般 
キーワード：神経地図、軸索投射、軸索誘導分子、シナプス形成、嗅神経細胞、匂い情報処理、

先天的本能行動、記憶に基づく学習行動 
 
１．研究計画の概要 
本研究ではマウス嗅覚系における一次神経地図
の形成と二次神経とのシナプス形成の分子メカ
ニズムの解明を行っている。更には、嗅神経回
路の構成とその機能の解明を目指し、外界から
入力する感覚情報が、情動や行動をどの様に発
動させるかを明らかにする。 
 
２．研究の進捗状況 
この３年間の進捗状況は極めて順調で、マウス
嗅覚系の一次投射と回路構成を中心に研究が急
速に進展し、NatureとScienceに articleを各々
一報ずつ、また現在 Cell に一報印刷中である。
また当グループの最近の成果は、近く Neuron
に review articleとして掲載予定である。 
 
３．現在までの達成度 
これ迄の研究により、当初の予想を超える画期
的な成果が得られた。当グループの研究により、
Sperryの chemoaffinityモデルに対し、嗅覚系
の一次投射では自律的な神経地図形成が主導的
役割を果たす事が明らかとなった。即ち、嗅覚
系における糸球地図形成は、視覚系の様にター
ゲットが産生する guidance cue に依存するの
ではなく、投射する軸索間の相互作用を介して
自律的に制御されている事が示された。 
 
４．今後の研究の推進方策 
今後は、一次投射の結果として形成される糸球
マップが、二次神経であるTufted/Mitral 細胞
にどう接続し、その情報が二次投射先である嗅
皮質にどの様に入力してその出力を制御してい
るのかを解明する。現在、我々のグループでは

二光子レーザー顕微鏡を用いて、覚醒状態の
マウスに天敵臭をかがせ、それに反応する神
経細胞に遺伝子操作を加える試みを行って
いる。これらの実験は技術的にも日進月歩で
競争も激しいが、その重要性に鑑み、今後も
本研究課題を継続して推進していく。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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